
イ
ン
パ
ク
ト
と
温
か
み

「
地
域
に
感
謝
」
と
店
主

アラフォー隊員

きょーれんの最近の主な活動

m
i
kk
e

の
活
動
発
表
や
学
校
関
連
行
事

２０２１年２月発行

賀茂北高生が店を応援

東
広
島
市
福
富
町
久
芳

の
食
事
処
「
く
ろ
ぼ
や
」

に
２
月
、
ユ
ニ
ー
ク
な
顔

出
し
パ
ネ
ル
が
お
目
見
え

し
た
。
店
の
名
物
「
へ
そ

丼
」
と
、
周
辺
に
生
息
す

る
国
特
別
天
然
記
念
物
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
モ

チ
ー
フ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
直
面
す

る
同
店
を
応
援
し
よ
う
と
、

賀
茂
北
高
（
豊
栄
町
）
美

術
部
の
生
徒
が
作
っ
た
。

パ
ネ
ル
は
縦
１
７
０
セ

ン
チ
、
横
１
５
０
セ
ン
チ
。

２
匹
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
が
丼
の
中
で
ポ
ー
ズ

を
決
め
、
「
い
い
ね
！
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
２

か
所
の
穴
か
ら
顔
を
出
せ

る
。同

僚
た
ち
と
来
店
し
た

就
労
支
援
員
の
伊
達
文
恵

さ
ん
（
45

）
＝
広
島
市

＝
は
「
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
デ
ザ
イ
ン
。
メ
ニ
ュ
ー

の
へ
そ
丼
に
興
味
が
わ
き

ま
し
た

」
と
笑
顔
。
一
緒

に
記
念
撮
影
を
し
て
い
た

同
僚
の
渡
辺
香
織
さ
ん

（
41

）
＝
東
広
島
市
＝

は
「
生
徒
さ
ん
が
一
生
懸

命
に
手
作
り
し
た
温
み
さ

を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

パ
ネ
ル
は
店
主
の
森
岡

明
美
さ
ん
（
61

）
が
、
母

校
で
も
あ
る
近
く
の
賀
茂

北
高
に
制
作
を
依
頼
。
木

工
品
店
「
き
こ
り
や
」

（
福
富
町
）
が
資
材
を
提

供
し
、
同
校
美
術
部
員
た

ち
が
デ
ザ
イ
ン
か
ら
手
が

け
た
。

森
岡
さ
ん
は
「
お
客
さ

ん
が
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

店
内
で
話
題
に
し
た
り
し

て
く
れ
て
、
に
ぎ
や
か
で

す
。
生
徒
や
地
域
の
み
な

さ
ん
の
気
持
ち
を
励
み
に
、

が
ん
ば
っ
て
営
業
し
た

い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

◇

く
ろ
ぼ
や
は
３
月
２
日

に
開
店
３
周
年
を
迎
え
る
。

２
月
28

日
か
ら
来
店
客
に

記
念
品
を
贈
る
（
な
く
な

り
次
第
終
了
）
。

◎
圏
域
ま
ち
づ
く
り
大
学

で
活
動
を
発
表
（
１
月
27

日
）

東
広
島
市
や
呉
市
な

ど
４
市
４
町
が
連
携
し
て
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
圏

域
ま
ち
づ
く
り
大
学
」
の
オ

ン
ラ
イ
ン
報
告
会
が
あ
り
、

福
富
町
で
のm

ik
k
e

の
活
動

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

江
田
島
市
で
の
オ
リ
ー
ブ
を

活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
、
大

崎
上
島
町
で
の
県
立
高
校
魅

力
化
な
ど
、
近
隣
地
域
で
の

取
り
組
み
の
発
表
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

◎
福
富
中
学
校
学
校
運
営

協
議
会
（
１
月
27

日
）

福
富
中
学
校
の
学
校
運
営
協

議
会
の
会
合
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
小
中
一
貫
教
育
に

移
行
す
る
こ
と
を
見
据
え
、

地
域
と
の
関
わ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
地
元
の
有
識
者
や
関

第
９
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係
者
た
ち
と
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。

◎
竹
仁
小
学
校
閉
校
記
念

ソ
ン
グ
の
合
同
練
習
（
２
月

２
日
）

３
月
29

日
に
あ

る
竹
仁
小
学
校
閉
校
記
念
行

事
で
、
全
校
児
童
が
記
念
ソ

ン
グ
「
学
校
坂
に
そ
よ
ぐ

風
」
を
合
唱
し
ま
す
。
そ
の

地
元
有
志
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
に

加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
同
小

体
育
館
で
児
童
と
初
め
て
の

合
同
練
習
に
臨
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
歌
の
仕
上
が

り
が
、
す
ご
い
！

中西さんは広島県府中町出身。同町の自
宅で暮らす家族と離れ、久芳で単身生活
を送りながら営業に励む。

お金や終活考える講座
竹仁センターで3月9日

老後の生活資金や終活につい
て考える講座「人生１００年時
代の“暮らしとお金”」が３月９
日午前１０時から、竹仁地域セ
ンターである。
講師は、広島市中区のファイ

ナンシャルプランナー高橋佳良
子さん。超高齢社会を迎える中、
年金、住まい、介護など各自の
事情を踏まえた「幸せになるた
めのお金との向き合い方」「元
気なうちにしておくべき準備」
について話す。
高橋さんは、中区のコンサル

タント会社「ライフアンドマ
ネークリニック」社長。暮らし
とお金をテーマにした講演やセ
ミナーで全国を駆け回る。著書
に「あとあとモメない『終活』
はどっち？」（すばる舎）。
講座は、竹仁地域センターの

サロン「竹仁のえんがわ」の一
環。竹仁地区以外の住民も参加
できる。無料。問い合わせは同
センター☎０８２（４３５）２
３０１。

コロナ対策で店内の消毒をする森岡さん

高橋佳良子さん

「
く
ろ
ぼ
や
」
店
頭
の
顔
出
し
パ

ネ
ル
で
記
念
撮
影
を
す
る
女
性


